
祭九学会は昨年はS42回が
当番学年でした。今年は第37
回目の秋の例大祭への参加と
なり、S43回の実行委員会の
人たちが担当をします。現在、
グッズを販売中ですので、皆様
方のご協力をお願い致します。

平成27年度 藤崎宮秋季例大祭

九学会S43回実行委員会　担当：落合  修一
TEL.090-3074-8604  FAX.096-343-2936
※ご注文はFAXでも可能です。

◉ ラーメン
◉ 芋焼酎
◉ ビーフカレー
◉ 手延べソーメン
◉ フェイスタオル
などもご用意しております

① Ｔシャツ（2色）各2,000円
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4
月
17
日
㈮
６
時
半
か

ら
、
熊
本
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ

ス
ル
に
お
い
て
、２
０
１
５

年
度
九
州
学
院
同
窓
会
定

4
月
17
日
、
総
会
で
若

手
の
会
の
役
員
改
選
案
が

無
事
可
決
、
新
会
長
に
奥

羽
徹
也
氏
（
Ｓ
44
回
）
が

就
任
し
ま
し
た
。
前
会
長

の
柴
田
正
樹
氏（
Ｓ
43
回
）

は
相
談
役
に
就
き
ま
し

た
。
若
手
の
会
は
２
０
１

３
年
に
発
会
し
、
今
年
で

３
年
目
に
入
り
ま
す
。
今

年
度
も
、
チ
ャ
ペ
ル
に
同

窓
生
の
新
成
人
を
招
い
て

開
催
す
る
「
若
手
の
会
成

人
式
」
を
メ
イ
ン
に
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

新
役
員
メ
ン
バ
ー
は
左

記
の
通
り
。

▼
会
長

　

奥
羽　

徹
也（
Ｓ
44
回
）

▼
副
会
長

　

新
生
靖
一
郎（
同
）

　

森　
　

泰
造（
同
）

　

福
島　

慎
吾（
同
）

　

橋
本　
　

武（
Ｓ
45
回
）

▼
事
務
局
長

　

福
嶋　

光
秋（
同
）

「九州学院ナルドの壺基金」
にご協力を

九州学院同窓会会長
山﨑恒雄氏（S21回）

　定例の大同窓会も盛況のうちに
終わることができました。私は昨年
の大同窓会総会で松村会長の後任
指名を受けて１年経過しました。各

支部同窓会へも精力的に参加させていただきましたが、
訪問すればするほど、会員の皆さんの母校九州学院に対
する熱い思い入れが伝わってきます。
　なるべく支部総会が重ならないようにしていただくと、
私たち役員や学校の院長先生はじめ他の先生方も参加す
ることができます。支部総会などを企画される際は、事前
に同窓会本部事務局までお知らせ下さい。
　また、今年３月卒業生の中で現役で東京大学合格者が
出て、大きな話題となりましたがその支援に、昨年から
始まりました「ナルドの壺基金」が大きく貢献したことを
報告したいと思います。「ナルドの壺基金」は九州学院の
今後の運営を考え、①育英奨学基金、②生徒活動支援事
業、③教育活動整備事業、④保護者家計急変等生徒支援
事業、⑤教職員の教育・研究支援事業のための目的に使
われます。同窓会が70周年記念事業として立ち上げた①
の育英奨学基金は学力優秀者への奨学金を給付していま
す。同窓会と学校が協力して募金活動を継続して行ってい
る事業です。単年度で終わるのではなく継続事業として九
州学院を支援してまいりましょう。運動部の活躍はご周知
のとおりです。熊本県をリードし、全国制覇はじめ全国を
舞台に活躍が続いています。
　文武にわたる活躍は生徒全体に浸透し、学校を訪問し
てみると生徒の皆さんから来訪者へ挨拶が飛び交う活気
のある自信に満ちた生徒が通う素晴らしい学校です。同
窓会として、九州学院と連携を図りながら進めていきます
ので、出来るときに出来る範囲のご支援をよろしくお願い
します。

期
総
会
と
懇
親
会
が
開
催

さ
れ
、
関
東
・
関
西
な
ど

か
ら
の
参
加
者
も
合
わ
せ

５
０
０
名
超
の
同
窓
生
が

若
手
の
会
の
役
員
を
改
選

新
会
長
に
奥
羽
氏

■
４
月

◦
入
学
式
に
会
長
出
席

◦
大
同
窓
会
実
行
委
員
会

（
以
下
、
実
行
委
員
会
）

大
同
窓
会
総
会
・
懇
親
会

■
５
月

◦
奨
学
金
授
与
式

■
６
月

◦
同
窓
会
新
聞
発
行

◦
役
員
会
・
実
行
委
員
会

◦
熊
本
信
愛
女
学
院
同
窓

会
設
立
１
０
０
周
年
記

念
祝
賀
会

■
７
月

◦
反
省
会

◦
常
任
幹
事
会

■
９
月

◦
常
任
幹
事
会

◦
奨
学
生
・
給
費
生
を
励

ま
す
会

◦
育
英
奨
学
委
員
会

■
10
月

◦
常
任
幹
事
会

◦
東
海
大
付
属
熊
本
星
翔

高
校
同
窓
会
設
立
50
周

年
記
念
祝
賀
会

■
11
月

◦
熊
本
西
高
校
創
立
40
周

年
記
念
祝
賀
会

■
12
月

◦
大
同
窓
会
実
行
委
員
会

■
１
月

◦
若
手
の
会
成
人
式

◦
大
同
窓
会
実
行
委
員
会

■
２
月

◦
常
任
幹
事
会

◦
大
同
窓
会
実
行
委
員
会

◦
高
校
卒
業
生
に
同
窓
会

活
動
の
紹
介

◦
新
卒
業
生
ク
ラ
ス
幹
事

と
の
懇
親
昼
食
会

■
３
月

◦
高
校
卒
業
式
に
会
長
出

席
、
新
卒
業
生
に
記
念

品
贈
呈

◦
高
校
卒
業
式
に
卒
業
50

年
と
卒
業
30
年
の
方
々

学
院
か
ら
招
待

◦
中
学
卒
業
式
に
会
長
出

第14回五校経済同友会
合同例会に100名

　5月28日㈭、熊本ホテルキャッスルにて
第14回五校経済同友会合同例会（千原台、
熊本学付、第二、真和、九学）が開催され、
県内100名の経済人が会場に集いました。
　昨年10月の講演会に引き続き、今回も
九州学院経済交流会（小杉康之会長・208
名）が幹事校を務めました。
　小杉会長（株式会社 コスギ不動産 代表
取締役）の挨拶の後、熊本県商工観光労
働部 新産業振興局 産業支援課 上田哲也氏

（Ｓ37回）が「『くまもと経済』のカタチ
とこれから」と題し、講演を行いました。
　講演終了後は、各団体の会長挨拶、活動
報告・事業アピールなども行われ、学校と
いう枠を超え、熊本の経済力を高めるべく
活発な意見交換が行われていました。

秋
の
叙
勲

▪ 

旭
日
双
光
章

　

 

伊
津
野
良
治
氏（
Ｓ
6
回
）

　

◦
熊
本
県
医
師
会
理
事

　

◦
熊
本
内
科
病
院
長
・
医
師

春
の
叙
勲

▪ 

瑞
宝
単
光
章

　

 

潮
谷
　
愛
一
氏（
Ｓ
10
回
）

　

◦
慈
愛
園
子
供
ホ
ー
ム
園
長

　

◦
九
州
ル
ー
テ
ル
学
院
大
学

▪ 

瑞
宝
単
光
章

　

 

村
上
　
智
信
氏（
Ｓ
14
回
）

　

 

◦
元
神
奈
川
県
警

集
い
お
互
い
の
親
睦
を
深

め
母
校
の
発
展
を
祈
り
ま

し
た
。

総
会
で
は
２
０
１
４
年

度
の
活
動
報
告
、
決
算
報

告
、
監
査
報
告
の
後
、
２

０
１
５
年
度
活
動
計
画
、

収
支
予
算
案
な
ど
が
審
議

さ
れ
ま
し
た
。

懇
親
会
は
、
先
の
チ
ア

の
全
国
大
会
で
３
位
に
入

賞
し
た
九
州
学
院
チ
ア
ダ

ン
ス
部
ミ
リ
ア
ム
ズ
の
元

気
は
つ
ら
つ
と
し
た
演
技

か
ら
始
ま
り
、
あ
っ
と
い

う
間
に
会
場
は
熱
気
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

来
賓
、新
旧
の
教
職
員
、

県
外
か
ら
の
参
加
者
の
会

の
役
員
、
祭
九
学
会
役
員

(

Ｓ
43
回
）
な
ど
の
紹
介

も
あ
り
、
終
始
和
や
か
な

ム
ー
ド
の
中
、
お
互
い
の

近
況
報
告
や
昔
話
な
ど
で

会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

同
窓
会
活
動
報
告

（
２
０
１
４
年
４
月
〜
）

大同窓会総会・懇親会
〜500名超が参加〜

2015

お知らせ

歴史資料・情報センター主催
「書画・写真展」

耐震補強工事のため中止
昨年「九学祭」の時に開催しました書画・写真展は、
今年は、耐震補強工事のために中止とします。
次年度は開催予定ですので、皆様のご協力を宜し
くお願い致します。

席
、
新
卒
業
生
に
記
念

品
贈
呈

◦
大
同
窓
会
実
行
委
員
会

◦
常
任
幹
事
会

5
月
15
日
㈮
、九
州
学
院

（
会
議
室
）に
お
い
て
九
州

学
院
同
窓
会
の
育
英
奨
学

委
員
会
に
よ
る
奨
学
金
の

授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
１
９
８
１

年
の
創
立
70
周
年
記
念
事

業
の
一
環
と
し
て
、
１
９

８
３
年
か
ら
九
州
学
院
同

窓
会
が
は
じ
め
た
も
の
で

す
が
、
昨
年
か
ら
は
「
九

州
学
院
ナ
ル
ド
の
壺
基

金
」
の
中
に
組
み
入
れ
ら

れ
て
い
ま
す
。

奨
学
生
Ａ
で
合
格
し

た
授
業
料
免
除
の
生
徒

た
ち
全
員
に
、
毎
月
1
万

円
（
寮
・
下
宿
生
は
2
万

円
）
が
贈
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
前
年
度
の
新
入
生

か
ら
は
奨
学
生
Ａ
の
人
た

ち
の
中
か
ら
特
に
成
績
優

秀
と
認
め
ら
れ
た
若
干
名

に
だ
け
支
給
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
の
育
英
奨
学
金

支
給
対
象
者
は
新
入
生
を

含
め
て
中
学
生

8
名
、
高
校
生

15
名
と
な
っ
て

お
り
、
こ
の
日

は
阿
部
九
州

学
院
院
長
、
吉

岡
同
窓
会
育

英
奨
学
委
員

長
、
青
山
同
副

委
員
長
ら
が

激
励
の
言
葉

を
述
べ
、
生
徒

一
人
一
人
に

奨
学
金
を
手

渡
し
ま
し
た
。

同
窓
会
育
英
奨
学
金
を
授
与

今
年
は
中
高
23
名

096-366-4533
http：//www.kyugakudousoukai.jp/

山﨑恒雄
熊本市中央区大江5丁目2-1

奥羽徹也氏



羽
ば
た
く
同
窓
生
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訃 

報（
敬
称
略
）

「燦々会」が喜寿のお祝い
　昭和33年に九州学院を卒業したS10回の学年同窓の私たちは、
語呂合わせで「燦々会（さんさんかい）」と名付け12年前に発足。
毎年３月３日に総会・懇親会を開くほか暑気払いや忘年会など一
年を通し様々な会合を開いています。
　今年は、３月３日㈫に、阿蘇プラザホテルにて「喜寿」の祝会
を行いました。会には、関東（5名）、関西、四国などからの参
加者を含め32名が集い、九学後輩の阿蘇氏が大宮司をつとめる
「阿蘇神社」に参拝…夜は青春時代に立ち返り大いに賑わった
ことはご想像のごとしです。（注：ホテルのメイドさんやコンパ
ニオンさんからは、皆さん全員若々しい方ばかりですね！と嬉し
い言葉も…）。
　翌日は母校九州学院を訪れ、なつかしいブラウン・メモリアル・
チャペルで、小副川チャプレンからの祝福を受け、賛美歌を歌い、
はるか57年前の懐かしい学生時代に思いを馳せ、感涙にむせぶ
友の姿もありました。ローマ・東京オリンピックに出場した水泳
の吉無田春男君も当会の一人で、昨年リニューアルオープンの「歴
史資料・情報センター」に展示された当時の本人使用のユニフォー
ムを懐かしそうに眺めていました。
　鶴屋百貨店の前会長の本田一君も当会のメンバーの一人であ
ることから、毎年の懇親会も同店の宴会場を利用していますが、
昨年は「東京燦々会」も立ち上げ熊本からも参加するなど交流
を深め活発な活動を展開しています。
　この度は「東京九学会結成40周年」、誠におめでとうございます！

総会・懇親会には一
人でも多くの燦々会
メンバーが参加出来
ますよう声かけを行
います。ご盛会を心
から祈念申し上げま
す。（会長・豊田稔、
代表幹事・藤城芳之）

「
日
本
と
ス
ペ
イ
ン
」

椎
名
浩
著

熊
本
学
園
大
学
な
ど
で

ス
ペ
イ
ン
史
や
ス
ペ
イ
ン

語
を
教
え
る
、
椎
名
浩
氏

（
Ｓ
37
回
）
が
、
5
月
に

原
書
房
か
ら
「
日
本
と
ス

ペ
イ
ン
〜
文
化
交
流
の
歴

史
〜
」
を
出
版
し
、
九
州

学
院
図
書
室
に
も
寄
贈
。

同
著
は
南
蛮
・
キ
リ
シ

タ
ン
時
代
か
ら
現
代
ま
で

の
日
本
と
の
関
係
な
ど
が

興
味
深
く
書
か
れ
て
い
ま

す
。

「
く
ま
も
と
の
被
差
別
部
落
」

荒
牧
邦
三
著

長
年
に
わ
た
り
熊
日
の

記
者
と
し
て
活
躍
し
た
荒

牧
邦
三
氏（
Ｓ
18
回
・
現
熊

日
会
館
社
長
）
が
今
年
初

め
に
「
く
ま
も
と
の
被
差

別
部
落
」を
出
版
し
、こ
の

ほ
ど
九
州
学
院
図
書
室
に

寄
贈
。

荒
牧
氏
は
主
に
社
会
部

畑
を
歩
き
、
一
貫
し
て
被

差
別
部
落
問
題
を
取
り
上

げ
、
部
落
実
態
報
告
か
ら

差
別
根
絶
へ
の
取
り
組
み

な
ど
確
か
な
取
材
姿
勢
で

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

発
行
：
熊
本
日
日
新
聞
社

「
チ
ベ
ッ
ト
潜
行
十
年
」

木
村
肥
佐
生
著

九
州
学
院
Ｏ
Ｂ
の
木
村

肥
佐
生
氏
（
旧
中
24
回
）

は
、
昭
和
15
年
、
指
名
調

査
の
た
め
当
時
何
世
紀
も

閉
ざ
さ
れ
た
状
態
に
あ
っ

た
チ
ベ
ッ
ト
に
入
国
し
ま

し
た
。
そ
の
滞
在
は
先
の

大
戦
を
は
さ
み
10
年
に
も

及
び
、
ダ
ワ
・
サ
ン
ボ
と

名
乗
り
現
地
の
人
た
ち
と

親
密
な 

交
流
を
続
け
ま

し
た
。
帰
国
後
は
駐
日
ア

メ
リ
カ
大
使
館
や
亜
細
亜

大
学
の
教
授
と
し
て
活
躍

し
、
平
成
元
年
に
他
界
す

る
ま
で
の
間
、
チ
ベ
ッ
ト

と
の
懸
け
橋
的
役
割
を
果

た
し
続
け
ま
し
た
。

そ
の
活
躍
は
英
語
の
教

科
書
に
も
取
り
上
げ
ら
れ

た
ほ
ど
で
、
チ
ベ
ッ
ト
関

係
の
著
作
も
多
数
残
し
て

い
ま
す
。

先
日
、
木
村
氏
の
身
内

の
方
か
ら
、
木
村
氏
の
代

表
的
な
著
作
「
チ
ベ
ッ
ト

潜
行
十
年
」
を
寄
贈
し
て

頂
き
ま
し
た
。

寄
贈
図
書

剣
道
世
界
選
手
権
日
本

代
表
に
九
学
Ｏ
Ｂ
３
人
、

西
村
氏
は
個
人
４
強

5
月
29
日
か
ら
（
〜
31

日
）
日
本
武
道
館
に
て
52

カ
国
・
地
域
が
参
加
し
て

行
わ
れ
た
剣
道
の
第
16
回

世
界
選
手
権
の
男
子
団
体

決
勝
で
、日
本
が
3
連
覇
、

通
算
15
度
目
の
優
勝
を
決

め
ま
し
た
。

実
は
、
日
本
代
表
10

人
の
中
に
九
州
学
院
剣
道

Ｏ
Ｂ
が
3
人
も
入
っ
て
い

ま
す
。 

全
日
本
を
過
去

三
度
制
し
た
内
村
良
一
氏

（
Ｓ
51
回
・
警
視
庁
）、
昨

年
の
全
日
本
ベ
ス
ト
4
の

西
村
英
久
氏
（
Ｓ
59
回
・

熊
本
県
警
）、
高
校
在
校

時
に
選
ば
れ
た
山
田
凌
平

氏
（
Ｓ
67
回
・
明
大
1
年
）

と
、
い
ず
れ
も
九
学
時
代

か
ら
全
国
に
そ
の
名
を
轟

か
し
た
実
力
者
ば
か
り
で

す
。団

体
で
は
大
将
の
内
村

氏
が
日
本
の
優
勝
に
大
き

く
貢
献
、
西
村
氏
は
個
人

4
強
入
り
を
果
た
す
活
躍

を
み
せ
ま
し
た
。

ド
ラ
ゴ
ン
ズ
コ
ー
チ 

松
岡
功
祐
氏（
Ｓ
13
回
）

2
月
12
日
㈭
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
総
合
テ
レ
ビ
「
ニ
ュ
ー

ス
ウ
ォ
ッ
チ(

午
後
9
時

〜)

」
の
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー

ナ
ー
で
、
九
州
学
院
Ｏ
Ｂ

中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
の
育
成

コ
ー
チ
兼
選
手
寮
「
昇
竜

館
」
館
長
の
松
岡
功
祐
氏

（
Ｓ
13
回
・
１
９
６
１
年

卒
）が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

72
歳
の
今
も
現
役

コ
ー
チ
と
し
て
活
躍
さ
れ

て
お
り
、
傍
ら
で
は
九
学

の
後
輩
、
溝
脇
隼
人
選
手

（
Ｓ
65
回
・
２
０
１
３
年

卒
業
）
が
練
習
に
汗
を
流

し
て
い
ま
し
た
。

初
土
俵
の
夏
場
所

序
ノ
口
で
デ
ビ
ュ
ー

井
上
知
洋
氏（
Ｊ
65
回
）

こ
の
春
、
九
州
学
院
中

学
校
を
卒
業
し
て
相
撲
界

（
木
瀬
部
屋
）
に
入
っ
た

井
上
知
洋
氏
（
１
７
７
セ

ン
チ 

１
２
５
キ
ロ
）
は
、

初
土
俵
の
夏
場
所
序
ノ
口

西
10
枚
目
で
デ
ビ
ュ
ー

５
月
13
日
の
午
後
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
Ｏ

Ｂ
で
東
京
在
住
の
小
田
桐

貞
氏
（
Ｓ
６
回
・
１
９
５

４
年
卒
）
が
在
熊
の
旧
友

バ
ス
ケ
ッ
ト
部
Ｏ
Ｂ

小
田
桐
氏（
Ｓ
６
回
）

パ
ネ
ル
写
真
を
寄
贈

田
河
泰
吉
氏
（
Ｓ
７
回
）、

野
田
常
二
氏
（
Ｓ
６
回
）

と
共
に
来
校
さ
れ
65
年

前
の
県
下
新
制
中
学
バ
ス

ケ
ッ
ト
で
優
勝
し
た
時
の

集
合
写
真
を
歴
史
資
料
・

情
報
セ
ン
タ
ー
に
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

し
、
見
事
5
勝
2
敗
で
勝

ち
越
し
ま
し
た
。

千
代
白
鵬
（
元
前
頭
）、

千
代
錦
（
元
幕
下
）
が
引

退
し
た
後
、
し
ば
ら
く
角

界
に
九
学
出
身
の
力
士
が

不
在
で
し
た
が
、井
上（
し

こ
名
）
が
今
後
相
撲
フ
ァ

ン
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
そ

う
で
す
。

楽
天
イ
ー
グ
ル
ス

３
年
目
で
初
登
板

大
塚
投
手（
Ｓ
65
回
）

２
０
１
２
年
の
プ
ロ

野
球
の
ド
ラ
フ
ト
で
楽
天

イ
ー
グ
ル
ス
か
ら
３
位
指

名
を
受
け
て
同
球
団
入
り

し
た
大
塚
尚
仁
投
手
（
Ｓ

65
回
）
が
、
3
年
目
に
し

て
初
め
て
一
軍
で
登
板
し

ま
し
た
。

5
月
13
日
㈬
夜
に
京
セ

ラ
ド
ー
ム
大
阪
で
行
わ
れ

た
オ
リ
ッ
ク
ス
戦
で
、
２

点
リ
ー
ド
さ
れ
た
8
回
裏

に
マ
ウ
ン
ド
に
立
っ
た
大

塚
は
難
な
く
無
失
点
に
抑

え
ま
し
た
。

九
学
時
代
に
は
一
年

時
か
ら
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し

て
、
甲
子
園
に
三
度
出
場

し
て
活
躍
、
早
く
か
ら
プ

ロ
野
球
関
係
者
の
注
目
を

集
め
ま
し
た
。                                                                                                 

Ｋ
Ｅ
Ｙ
Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｋ
日
本

武
道
館
で
初
ラ
イ
ブ

寺
中
友
将
氏（
Ｓ
59
回
）

寺
中
友
将
氏
（
Ｓ
59

回
卒
）
の
所
属
す
る
人
気

ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
「
Ｋ
Ｅ
Ｙ

Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｋ
」
が
10
月
28
日

㈬
に
、
東
京
・
日
本
武
道

館
に
て
初
の
ワ
ン
マ
ン
ラ

イ
ブ
を
開
く
こ
と
が
決
定

し
ま
し
た
!!

ま
た
、
5
月
20
日
㈬
に

は
３
枚
目
と
な
る
ニ
ュ
ー

ア
ル
バ
ム
の『
Ｈ
Ｏ
Ｔ
！
』

も
リ
リ
ー
ス
し
ま
し
た
。

ダ
ン
ス
で
楽
し
く

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

坂
元
昭
彦
氏（
Ｓ
13
回
）

坂
元
昭
彦
氏（
Ｓ
13
回
）

は
、
社
交
ダ
ン
ス
愛
好
家

団
体
「Shall w

e 

ダ
ン

ス
？
」
の
代
表
を
務
め
、

西
区
小
島
の
西
部
公
民
館

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ダ
ン

ス
教
室
」
を
毎
週
開
い
て

い
ま
す
。

毎
回
65
歳
以
上
の
男
女

約
１
２
０
名
が
集
ま
っ
て

ダ
ン
ス
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
設
立
10
周
年
に
あ
た

る
６
月
７
日
の
記
念
パ
ー

テ
ィ
ー
に
は
、２
６
０
名
が

参
加
し
大
盛
況
で
し
た
。

ダ
ン
ス
歴
約
50
年
の
坂

元
氏
の
活
躍
は
メ
デ
ィ
ア

で
も
注
目
さ
れ
、
熊
日
新

聞
や
テ
レ
ビ
番
組
な
ど
で

も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。

東
京
九
学
会
7
月
11
日
総
会
・
懇
親
会

　

今
年
は
東
京
九
学
会
設
立
40
周
年
の
記
念
す
べ
き
年

に
あ
た
り
ま
す
。
例
年
以
上
の
参
加
者
が
望
ま
れ
ま
す

の
で
、
多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を
期
待
し
ま
す
。
▼
日

時
：
7
月
11
日
㈯
▼
受
付
：
17
時
▼
総
会
：
17
時
30

分
▼
懇
親
会
：
18
時
〜
20
時
30
分
▼
場
所
：
学
士
会

館
▼（
東
京
都
千
代
田
区
神
田
錦
町
３
︲
28
）
▼
連
絡

先
：
０
９
０
︲
５
７
９
２
︲
０
１
０
０（
高
森
幹
事
長
）

関
西
九
学
会
7
月
4
日
総
会
・
懇
親
会

　

8
月
の
高
校
総
体
は
関
西
が
舞
台
と
な
り
ま
す
。
甲

子
園
、
都
大
路
、
花
園
な
ど
も
含
め
て
九
学
の
活
躍
を

期
し
て
是
非
気
勢
を
上
げ
ま
し
ょ
う
。
お
誘
い
合
わ
せ

の
上 

ご
参
加
く
だ
さ
い
！
▼
日
時
：
7
月
4
日
㈯
▼

受
付
：
16
時
30
分
▼
総
会
：
17
時（
45
分
程
度
）▼
懇

親
会
：
18
時
▼
場
所
：
ホ
テ
ル
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
大
阪

（
大
阪
市
北
区
中
崎
西
２
︲
３
︲
21
）
▼
連
絡
先
：
０

９
０
︲
５
１
６
１
︲
６
１
１
７
（
中
尾
幹
事
長
）

山田凌平氏 西村英久氏 内村良一氏

左から２番目が寺中氏

35
年
前
の
１
９
８
０
年

に
失
踪
し
、
北
朝
鮮
に
よ

る
拉
致
被
害
者
と
認
定
さ

れ
て
い
る
松
木
薫
氏
（
Ｓ

24
回
）
の
弟
の
松
木
信
宏

氏
（
Ｓ
43
回
）
ら
拉
致
被

害
者
の
家
族
が
、
4
月
3

日
に
安
倍
首
相
と
約
１
年

ぶ
り
に
面
会
し
ま
し
た
。

家
族
か
ら
は
被
害
者

の
帰
国
が
実
現
出
来
る
よ

う
、
強
く
求
め
る
声
が
上

が
り
、「
私
た
ち
家
族
は
、

精
神
的
に
も
肉
体
的
に

も
、
す
で
に
限
界
状
態
に

な
っ
て
い
ま
す
」
と
訴
え

ま
し
た
。

松
木
薫
氏
が
一
日
も
早

く
日
本
に
帰
っ
て
来
ら
れ

る
よ
う
、
引
き
続
き
皆
様

の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

家族会

拉
致
被
害
者 

松
木
薫
氏（
Ｓ
24
回
）

救
済
実
現
を
国
に
再
要
請

卒
業
回
　
氏 

名
　
逝
去
年
月
日

旧
12 

米
村
　
正

旧
15 

甲
斐
　
二
雄 

平
26
・
10
・
2

旧
20 

門
司
　
益
城

旧
20 

矢
田
磨
瑳
夫 

平
22
・
12
・
3

旧
21 

日
隈
　
土
生 

平
25
・
11

旧
23 

濱
武
　
哲
人

旧
24 

構
木
　
陸
夫

旧
24 

瀬
髙
　
曻

旧
25 

出
田
　
賢
吉

旧
25 

太
田
原
幸
人 

平
26
・
5
・
20

旧
25 

木
村
　
哲
夫

旧
26 

小
佐
井
俊
之 

平
26
・
1
・
11

旧
27 

中
園
　
鉄
裔 

平
26
・
12

旧
28 

下
川
　
春
樹 

平
26
・
5
・
26

旧
29 

坂
崎
　
忠
雄 

平
26
・
3
・
28

旧
29 

竹
田
　
直 

平
22

旧
30 

赤
星
　
松
生 

平
25

旧
30 

田
上
　
毅

旧
30 

藤
浪
　
数
雄 

平
26
・
3
・
30

旧
30 

山
下
　
康
夫

旧
30 

渡
邉
　
昭
二 

平
26
・
11
・
26

旧
31 

上
村
　
希
文 

平
26
・
7
・
23

旧
31 

小
野
原
　
孝

旧
33 

藤
本
　
豊
次

旧
35 

小
山
　
哲
雄

旧
35 

矢
野
　
倖
吉 

平
26
・
12

中
02 

宮
崎
　
敏
明

中
13 

黒
川
　
浩

高
02 

吉
村
　
格
哉

高
03 

内
尾
　
了 

平
25

高
03 

小
堀
　
正
人 

平
26
・
9

高
03 

藤
本
　
信
博 

平
25

高
04 

清
田
　
聖
也 

平
27
・
2

高
04 

水
上
　
誠
之

高
05 

藤
井
　
宏
樹 

平
27
・
3
・
18

高
06 

西
生
秀
次
郎 

平
26
・
10
・
8

高
07 

田
村
　
武
保

高
07 

林
　
　
正
之 

平
26
・
11
・
16

高
07 

平
井
　
匡 

平
25
・
12

高
07 

水
野
　
義
文 

平
27
・
2
・
15

高
08 

北
村
　
公
佑 

平
25
・
12
・
31

高
08 

後
藤
　
賢
三

高
09 

兼
子
　
勉

高
09 

徳
永
　
友
秋

高
09 

西
里
　
軍
記 

平
26
・
1

高
10 

市
原
　
敏
慎 

平
25
・
3

高
10 

小
栗
　
征
夫 

平
26
・
4

高
10 

佐
藤
　
捷
也 

平
26
・
5

高
10 

西
村
　
淳
一

高
10 

原
口
　
恭
紀 

平
24
・
4

高
11 

猪
本
　
裕
平

高
11 

寺
本
　
雄
一

高
11 

中
山
　
泰
隆

高
13 

後
藤
　
秀
一 

平
26
・
3

高
13 

園
田
　
邦
浩

高
13 

松
村
　
憲
和 

平
25
・
10
・
2

高
14 

山
部
　
泰
雄

高
16 

小
山
　
巌

高
17 

下
田
　
修 

平
25

高
18 

斧
　
　
良
房

高
18 

可
児
　
信
之

高
18 

清
川
　
圭
太
郎

高
18 

鍬
田
　
文
博 

平
26
・
12

高
18 

小
堀
　
弘
俊

高
18 

東
　
　
幸
生

高
18 

肥
前
　
隆
之 

平
27
・
1
・
3

高
18 

吉
田
　
孝
義

高
20 

広
田
　
実

高
20 

福
島
　
育
夫 

平
25

高
20 

山
口
　
猛 

平
25
・
10
・
17

高
21 

新
開
　
憲
章

高
23 

緒
方
　
敏
之 

平
26
・
12
・
11

高
25 

惣
崎
　
寿
男 

平
27
・
3
・
11

高
25 

橋
詰
　
和
幸

高
26 

城
戸
　
豊

高
26 

橋
本
　
泰

高
26 

三
山
　
博
光

高
28 

友
田
　
龍
雄 

平
26
・
7
・
22

高
31 

森
本
　
浩
人

高
34 

小
山
　
春
信

高
38 

大
西
　
康
雄

高
38 

草
野
　
尚
治

高
38 

佐
藤
　
嘉
晃

高
43 

松
本
　
英
明

高
51 

築
山
　
博
之 

平
26
・
9

高
63 

田
中
　
明
季 

平
26
・
5
・
16

旧
職
員 

高
山
　
孝
道 

平
26

旧
職
員 

永
石
　
和
彦




